
日
本
に
お
け
る
植
物
観

の
変
革

『菩
多
尼
訶
経
』
の
歴
史
的
意
義

吉

野

政

治

は
じ
め
に

宇

田
川
榕
菴

(寛
政
十
年

ミ
O
O。
1
弘
化
三
年

屬
&
)

の

『植
学
啓
原
』

(天
保

五
年

冨
ω
鼻
刊
)

の
箕
作
阮
甫

の
序

に
言
う
、

ア
ジ

ア
の
東
辺
諸
国

に
は
本
草
学
だ
け
が
あ
り
、
植
学

(植
物
学
)
は
無
か

っ
た
。
現
在
そ

の

学
が
あ
り
、
そ
れ

に
関
す
る
書
が
あ
る

の
は
榕
菴
氏
を
も

っ
て
そ

の
始
ま

り
と
す
る
と
言
う
。
そ
れ
ま

で
東
洋
に
あ

っ
た
本
草
学
は
名
と
物
と
を
同

定
し
、
香
り
や
味
や
、
薬
か
毒
か
を
明
ら
か
に
す
る
に
す
ぎ

ず
、
角

の
有

る
も

の
は
牛
、
た

て
が
み

の
有

る
も

の
は
馬
で
あ
る
と

い
っ
た
こ
と
を
知

る
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
て
、
ま

っ
た
く
理
を
究
め
る
こ
と
と

は
無

関
係
な

も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
植
学

は
、
動
物
を
解
剖

す
る
の
と
同
じ
よ

う

に
、
花

や
葉

や
根

や
種

な
ど
を
解
剖

し
、
各

器
官

の
働
き
を

明
ら
か
に

(1
)

す

る
。
ま

さ
に
究
理

の
学
と
呼

べ
る
も

の
で
あ
る
、
と
。

『植
学
啓

原
』

の
刊
行
以
前

に
、
水

谷
豊
文

(
一
七
七
九
⊥

八
三
三
)

が

シ
ー
ボ

ル
ト

に
提
供
し
た
和
産
植
物

の
乾
謄
図
は
既
に

「
す

べ
て
正
確

に
リ

ン
ネ

に
よ
る
名
称
で
分
類
し
、
す

べ
て
の
植
物
に
属
名
を
あ
げ

て
い

た
」
と

い
う

(シ
ー
ボ

ル
ト

『江
戸
参
府

紀
行
』

一
八
二
六
年
三
月
二
十

九
日

(旧

二
月

二
十

一
日
条
)
。

し
か
し
、
西
洋
植
物
学

の
全
体
像
を

最

初

に
紹

介

し
た

の
は
榕
菴

で
あ

る
。
榕

菴

に
は

『植

学
啓

原
』

の
前

に

『植
学
独
語
』

(文

政
十
年

一
〇。
耜

頃
成
。
未
刊
)
を
書
き

、
さ
ら

に
そ

の

前

に

『
菩
多
尼
訶
経
』

(文
政

五
年
刊
)
を
刊
行

し
て

い
る
。
『菩
多
尼
訶

経
』

は
西
洋
植
物
学
を
最
初

に
我

が
国
に
紹
介

し
た
最
初

の
書

で
あ

る
。

本

稿
は
西
洋

の
植
物

学
が

日
本

の
植

物
観

に
与
え

た
影

響

に

つ
い
て

『菩
多
尼
訶
経
』
を
中
心

に
考
え
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
。

五
五



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

1

『菩
多
尼
訶
経
』
の
内
容

榕
菴
以
前

の
日
本
に
お

い
て
は
、
植
物

は
食
粁

で
あ
り

、
薬
物

で
あ
り
、

ま
た
賞
玩

の
対
象

で
し
か
な
か

っ
た
。
た
だ
、
日
本

本
草
学
を
大
成

し
た

小
野
蘭
山

(七

二
九
⊥

八
二
〇
)
は
例
外

で
あ

る
。
そ

の
著

『本
草

綱

目
啓
蒙
』

(初
版

は
享
和
三
年

一〇。O
ω
か
ら
文
化

二
年

一
〇。
8

刊
。
再
版

は

文

化

八
年

H°。
目

か

ら
文

政
十

二
年

曷
N
⑩
頃
)
は
、
植
物

を

草

.
穀

.

菜

・
果

・
木

に
分
類
し
、
例
え
ば
草
は
山
草

・
芳
草

・
隰
草

・
毒
草

.
蔓

草

・
水
草

・
石
草

・
苔

・
雑
草

に
分
類
す
る
な
ど
、
本
草
学
的
な
分
類
法

か
ら
離

れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
植
物
を
生
き
た
個
体
と
し

て
捉
え
る

視
点
を
も
持

っ
て
い
た
よ
う

で
あ

る
。
遠
藤
正
治

「
小
野
蘭
山
学
統

の
本

草
学
と
洋
学
」

(
『小

野
蘭
山
』
小
野
蘭
山
没
後

二
百
年
記
念
誌
編
集
委
員

会

編

八
坂
書
房

二
〇

一
O
.

六
)

に
言
う
、

蘭

山
の
業
績

の
う
ち

、
そ
の
学
統

が
西
洋
植
物
学
を
受
容
す

る
上

で

も

っ
と
も
強

い
影
響
を
与
え

た

の
は
、

『啓
蒙
』

に
み
ら
れ
る
独
自

な
植
物

の
記

載
法
と

用
語

法

で
あ

ろ
う

。
『啓

蒙
』

の
記

載
法

は
、

植
物
を
薬
物
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
た
個
体
と

し
て
と
ら
え

、

お
お
む
ね
茎

・
葉
か
ら
は
じ
ま
り
、
花

・
実
、
あ
る

い
は
根

に

い
た

る
順
序
で
、
全
体
と
各
部
位
を
客
観
的
に
表
現
し
よ
う

と
す
る
も

の

五
六

で
、
ま
た
、
生
長

に
よ
る
形
態

の
変
化

に
も
注
目
し
た
。

中
国
本
草

の
博
物
的
記
載
が
蘇
頌
等

の

『本
草
図
経
』

や
李
時
珍

の

『本
草
綱
目
』
な
ど

に
よ

っ
て
詳
し
く
な

っ
た
と
さ
れ

る
が
、
依

然
と

し
て
、
植
物

の
生
物
と

し
て
の
認
識
は
な
く
、

お
お
む
ね
断
片

的

で
、
譬

え

に
よ

る
相

対
表
現

か
ら
脱
し

て

い
な

い
。
そ

の
点

で
、

『啓

蒙
』

の
記
載
法

は
、
本

草
か
ら
植
物

研
究

へ
の
道

を
開
く
大
き

な
転
換
を

画
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
う

し
た
小
野
蘭

山

の
本
草

学
が
存
在

し
て

い
た
も

の
の
、
宇

田
川
榕

菴
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
西
洋

植
物
学
は
本
草
学
と

の
本
質

の
違

い
は
あ

ま
り
に
も
大
き

い
も

の
で
あ

っ
た
。

『菩
多
尼

訶
経
』

は
漢
文

で
書

か
れ
た
僅
か
千
百

七
十
入
字

の
極

め

て

短

い
も

の
で
あ
る
。

一
般
に
は
余
り
知
ら
れ

て
い
な

い
と
思
わ
れ
る

の
で
、

(
2
)

次

に
私

に
読

み
下
し
た
全
文
を
掲
げ

る
こ
と

に
す
る
。
以
降

の
説
明

の
便

(
3
)

宜
上
、
大
賀

一
郎
氏

の
説
を
参
考

に
し

つ
つ
、
段
落
を
分
け
、
見
出
し

の

語
句

を
付

す

(す

な
わ
ち

以
下

の
書
き

下
し
文

で

「
【序
説
】

(植

物
学

史
)
」

「
【正

説
①

】

(動
物
と
植

物
と

の

一
理
な
る
事
)
」
な
ど

は
本
文

に

は
な

い
も

の
で
あ

る
)
。



菩
多
尼
訶
経

江
戸
宇
田
川
榕
菴
訳

【序
説
】

(植
物
学
史
)

是

の
如
く
我

れ
聞
け
り
。
西
方
世
界

に
孔
刺
需
斯
、
健
斯

涅
律
私
、

木
里
素
肉
斯
、
刺
愈
斯
、
多
児
涅
福
爾
篤
、
歇
児
満
、
葛
蘇
法
児
抜

烏
非
奴
私
、
馬
児
口匹
及
斯
、
花
列
斯
、
律
兌
弗
、
大
学
師
蒲
爾
花
歇
、

大
学
師
林
娜
私
等

の
諸
大
聖
有
り
。
代
を
累
ね
世

に
出

で
、

各

其

の
国

に
お
い
て
大
願
力
を
発
し

て
、
大
道
場
を
建

て
、
大
法
会
を
設

け

て
、
大
音
声
を
出
だ
し
、
真
実
な

る
言
を
出
だ
し

て
、
無
有
上

に

し

て
微
妙
甚
深
な

る
最
勝
真
理
を
説
き
、
諸
大
弟
子
を
教
化
せ
り
。

【正
説
①
】

(動
物
と
植
物
と

の

一
理
な
る
事
)

爾

の
時
、
大
聖
、
諸
大
弟
子

に
告
げ

て
言
は
く
、
四
大
洲

の
中
、
百

千
万
億

の

一
切
衆
生
は
、

二
種

に
差
別
せ
ら

る
。
人
馬
獅
狗
、
鶏
鳳

燕
雀
、
鯨
蛇
蝎
龍
、
蝿
蜂
亀
蟹
は
、
性
情
智
能
、
円
満
に
具
足
し

て
、

歩
行
自
在
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
名
づ
け

て
動
物
と
日
ふ
。
性
情
智
能
、

円
満

に
具
足
し

て
、
雄
あ
り
雌
あ
り
、

一
体

に
男
女
を
兼
ぬ
る
あ
り
、

六
親
眷
属
あ
り
、
寿
量
あ
り
、
色
相
あ
り
、
歩
行
す
る
こ
と
能
は
ず
。

名
づ
け

て
植
物
と
日

ふ
。
然
し

て
此

の
二
種
は
本
来

一
理
な
り
。

【正
説
②
】

(略
説
)

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

我

れ
是

の
如
く
最
勝

真
理
を
説
く
。
若

し
汝
等
、
信
受

せ
ざ

れ
ば
、

我

れ
之
を
略
説

せ
ん
。
亜
墨
利
加
洲

に
草

あ
り
。
密
莫
沙
と

号
す
。

若
し
物
触
る

る
こ
と
あ
れ
ば
、
葉
縮
み

て
萎
む
。
汝
等
若
し
異
域

の

遠
物
と
な
し

て
、
猶
疑
惑

の
念
を
作
さ
ば
、
汝
等
を
し

て
現
に
是

の

真
理
を
得
さ
し
め
ん
。
窓
を
開
き
試
み
に
見
よ
。
庭
前

の
答
末
林
度

樹
は
、
其

の
葉
昼
は
則
ち
伸
び
、
夜
は
則
ち
眠
る
。
情
有
る
こ
と
是

の
如
し
。
幹
を
抽
し

て
高
く
聳
え
、
地
に
敷
き

て
蔓
を
作
し
、
樹
上

に
寄
生
し
、
陸
上
に
産
す
る
者
、
水
中
に
生
ず
る
者
、
其
性
種

種
な

る
こ
と
是

の
如
し
。
春
は
則
ち
勾
萌
し
、
夏
は
則
ち
生
長
し
、
秋
は

則
ち
凋
萎
し
、
冬
は
零
落
し
、
乃
至
は
開
花
結
実
す
。
智
あ
る
こ
と

是

の
如
し
。
人
畜

の
食
餌
と
為
り
、
済
生

の
医
薬
と
為
り
、
救

荒

の

貯
蓄
と
為
る
。
能
有
る
こ
と
是

の
ご
と
し
。
心
蘂

花
を
開
く
も

の
有

り
、
鬚
蘂
花
を

開
く
も

の
あ
り

、
心
鬚

両
全
花
を

開
く
も

の
あ

り
。

雄
有
り
、
雌
有
り
。

一
体

に
男
女

を
兼

ぬ
る
こ
と

是

の
如

し
。
芹

に

類
す

る
も

の
有
り
、
葱

に
像

る
も

の
有
り
、
葵

に
似

る
も

の
有

り
。

六
親
眷
属
有
る
こ
と
是

の
ご
と
し
。
今
冬

に
発
生

し
て
明
夏

に
枯

る

る
も

の
有

り
、
春
月
に
発

生
し
て
冬

月
に
枯

る
る
も

の
有

り
、
三
年

に
し
て
枯

る
る
も

の
有

り
、
十
二
十

、
乃
至

は
五
六
百
年

に
し
て
枯

る
る
も

の
あ
り
。
寿

量
あ

る
こ
と
是

の
如

し
。
全
苗

の
赤
色

な
る
も

五
七



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

の
有
り
、
脈
絡

の
紅
色
な
る
も

の
有

り
、
緑
色
黄

色
な
る
も

の
有

り
、

花
実
亦
復
種

々
の
色
有
り
。
色
相
有

る
こ
と
是

の
如
し
。

一
た
び
生

処
を
托
す
れ
ば
、
兆
億
年
を
歴
る
も
、
遷
居
す
る
こ
と
能
は
ず

。
歩

行
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
こ
と
是

の
如
し
。
汝
等
信
心
随
喜

し
、
若
し

我
れ

に
違
は
ざ
れ
ば
、
我
れ

諦

か
に
宣
説
せ
ん
。

【正
説
③
】

(詳
説
)

一
切

の
植
物
は
、
気
を
食
ら
ひ
、
水
を
食
ら
ひ
、
土
を
食
ら
ふ
。
而

し

て
凝

・
流
二
体
を
化
成
す
る
こ
と
、
動
物
と
差
異
な
し
。
根
幹
榛

葉
花
実

の
六
部
、
是
れ
凝
体
た
り
。
根
幹
液

・
葉
液

・
花
液

・
実
種

子
液

・
皮
液

・
膜
液

の
六
種
、
是
れ
流
体
た
り
。

凝
体

の
六
部
、
各
箇

一
な
ら
ず
。
根
に
五
品
有
り
、
幹
に
七
品
有
り
、

枝

に
人
名
有
り
、
榛
に
七
種
有
り
、
葉
に
三
大
別
有
り
、
細
か
に
之

を
分
別
す
れ
ば
、
則
ち

二
百
余
形
有
り
。
花
に

二
十
四
経
有
り
、
細

か

に
之
を
分
別
す
れ
ば
、
則
ち

一
百

一
十
余
緯
有
り
。
実
に
三
等
有

り
、
細
か

に
之
を
分
別
す
れ
ば
、
則
ち

一
十
余
品
有
り
。
流
体

の
六

種
、
色
質
香
味
、
各
箇

一
な
ら
ざ

る
こ
と
亦
復
是

の
如
し
。

我
れ
先

に
流
体
を
演
説
せ
ん
。
根
幹
液
は
乳
糜
な
り
。
葉
液
は
血
な

り
。
花
液

は
陰

器

の
液

な
り
。
実
種
子
液

は
造
化
成
功

の
液

な
り
。

皮
液

は
養
液
な
り
。
膜
液
は
脂
肪
な
り
。
葉
液

に
三
種
あ
り
。
花
液

五
八

に
三
種

あ
り

。
皮
液

に
八
種
あ
り
。
是

の
如
き
諸
液

は
、
循
環
輸
転

し
て
、
終

に
は
則
ち
老
廃

し
、
蒸
発
孔

よ
り
漏
洩

し
て
去

る
。
何
を

以
て
為

す
所

ぞ
。
是

の
如
き
循

環
は
、
皆
太
陽

の
温
暖
和
煦

の
気

に

頼
り
、

一
紀

一
歳

、

一
月

一
日

一
時

、

一
密
忸
多

一
世
紺
度

の
温
気
、

悉

く
皆
関
係

せ
り
。

諦

に
聴

け
。
諦

に
聴
け
。
我

れ
汝

等

の
為

に

再
び

一
切

の
凝
体

を
説

か
ん
。
無
量
無
数

の

一
切
植
物

は
、
本
来

一

条

の
繊
維
な
り
。
錯
綜

し
て

一
片

の
薄
膜

、
二
品
の
脈
管
を
織
り
成

す
。
是

の
膜
と
是

の
管

と
全
身

を
造
作
す

。
膜

は
即
ち
表
皮

に
し
て
、

全
身

の
衆
器
を
包

絡
囲
繞
し
、
恒
河
の
沙

の
数

の
玄
孔

と
皺
紋
と

を

具
足
す
。
二
品

の
脈
管

は
、

一
は
液
管
と
名

つ
く
。
動

・
静

の
二
脈

、

水
脈
及
乳
糜
脈
を
綜
摂

す
と
言
ふ
。
二
は
気
管

と
名

つ
く
。
大
空

の

気
を
通
じ
、
諸
液

の
循

環
を
扶
持
す
。
是
れ
此

の
気
管

は
諸

他

の
衆

生
は
本
来
旦
ハ足
せ
ず
。
根
皮

に
唸
収

孔
あ
り
、
蒸

発
孔
あ
り
。
葉

に

神
経
あ
り
、
至
微

の
腺

あ
り
、
蒸
発
孔

・
輹
細
毛
茸

あ
り
。
皆
無

量

無
数
に
し

て
、
至
微
至
細
な
り
。

管

口
は

口
な
り
。
根
は
胃

な
り
。
幹
茎

は
腸

な
り
。
葉
は
肺
な

り
。

花
は
陰
処
な
り
。
粉
は
男
精
な
り
。
部
は
輸
精
管
な
り
。
葯
は
精
嚢

な
り
。
花
柱
は
膣
な
り
。
柱
頭
は
陰
門
な
り
。
礎
は
卵
巣
な
り
、
子

宮
な
り
、
胚
胎
な
り
。
花
心
は
胞
衣
な
り
。
種
子
は
卵
な
り
。

一
切



の
種

子
は
、
円
な
る
も

の
扁
な
る
も

の
、
短
な
る
も

の
、
腎
形
に
像

る
も

の
、
蛇
頭
に
類
す
る
も

の
、
倶
に
細
眼
あ
り
。
即
ち
是
れ
臍

な

り
。
若
し
未
成

の
子
室
を
破

ら
ば
、
室
中

の
種

子
、
皆
細
き
葬

あ
り
、

固
牢
く
維
繋
す
。
酳
は
即
ち
臍
帯
な
り
。

種
子
地
に
落

つ
れ
ば
、
則
ち
復
甲
析
す
。
甲
析
す
れ
ば
根

を
下
ろ
し
、

根
は
又
茎
を
抽
す
。
茎
は
又
葉
を
生
じ
、
花
実
発
露
し
、
実
は
復
種

子
を
蔵
す
。
色
香
性
味
は
、
分
亳
も
易
ら
ず
。
猶
動
物

の
生
産
蕃
息

す
る
が
如
し
。
生
理
循
環
し
て
、
亳
髪
も
止
息

間
断
あ
る
こ
と
な
し
。

【結
語
】

汝
等

、
我
が
説
く
所
を
信
受

奉
行
せ
よ
。
四
大
洲
中
に
於
け
る
百
千

万
億

の

一
切

の
植
物
は
智
眼
を
得
た
り
。

【終
説
】

大
聖
、
是

の
菩
多

尼
訶
微
妙

の
経
典
を
説

き
已

る
や
、
大
弟

子
等

、

聖
足
を
頂
戴
し
、
歓
喜

踊
躍
し
、

合

掌

環

繞

し
、
礼
を
作
し

て
去

り
ぬ
。

菩
多

尼
訶
経

文
政
五
年
正
月
刻
成

宇
田
川
塾
蔵
板

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

榕
菴
自
身

が

「
余
嘗

テ
菩
多
尼

訶
経

ヲ
述

テ
植
物
究

理

ノ
大

綱

ヲ
論

ズ

」

(
『遠

西
医
方
名

物
考
』
「
凡
例
」
)
と
言

っ
て
い
る
よ
う

に
、

『菩
多

尼

訶
経
』

は
西
洋
植
物
学

の
大
要
を
述

べ
た
も

の
で
あ

る
。
正
説
①

で
は
、

歩
行

が
自
在

で
は
な

い
こ
と
だ

け
が
異

な
る
が
、
性

・
情

・
智

・
能

が
円

満

に
具
足
し
て

い
る
こ
と

は
植
物
も
動
物
と

同
じ
で
あ

っ
て
、
植
物
と
動

物

は
本

来

一
理
の
も

の
で
あ

る
こ
と
を
述

べ
、
正
説
②

で
は
そ
の
こ
と
を

具
体

的
に
説
明
し
、
正
説
③

で
は
動
物
と

同
じ
く

一
切

の
植
物

は
空
気

・

水

・
土
か
ら
凝
体

(
固
体
)
と

流
体

(液
体
)
を
化
成
す

る
こ
と
を
言

い
、

さ
ら
に
植

物

の
凝
体

と
流
体

に

つ
い
て
詳
説

し
た
後
、
植
物
も
動
物
と

同

じ
器
官

を
持

つ
こ
と

を
述
べ
て
、
植
物

の
繁
殖
も
ま

た
動
物

の
生
産
蕃
息

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
。
そ
し
て
最
後

に

コ

切
植
物

は
智
眼
を

得
た
り
」
と
総
括
す

る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
書

で
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
は
、

植

物
と
動
物
は

「本

来

一
理
な
り
」
と

い
う

「最
勝
真

理
」
で
あ

る
。
小

野
蘭
山
を

含

め
て
植
物

を
こ

の
よ
う

に
捉
え

た
も

の
は
、
そ

れ
ま

で
な

(4
>

か

っ
た
。
大
賀

一
郎

氏
は
そ
の
こ
と
を
次

の
よ
う

に
明
確

に
述

べ
ら
れ
て

い
る
。此

の

「菩
多
尼

訶
経

」
を

通
読
し
て
私

の
感
ず

る
事

は
、
榕
菴

の
こ

の
書
に
述
べ
ん
と
し
て
ゐ
る
根
本

概
念

は
、
徹
頭
徹

尾
、
動
物
と
植

物

と
を

一
理

一
元
に
見

や
う

と
し
た
所

で
あ

る
。
即
ち
換

言
す

れ
ば

、

五
九



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

利
用
厚

生
を
主

な
る
目
的
と
し
た
従
来

の
本
草
学
者

の
毫
末
も
考

へ

及
ぼ
な
か

つ
た
、
懸

か
る
動
植

一
理
の
如
き

理
論
を
高

調
し
た
事

が
、

此

の
書

の
生
命

で
あ
る
と

思
ふ
の
で
あ

る
。

こ

の
実
証
的
な
内

容
で
畳
み
か
け
る
文
章

に
は
、
西
洋
植
物
学

の
動
植

一
理
と

い
う
考
え
方

に
対

す
る
深

い
共
感

が
溢

れ
て

い
る
よ
う

に
感

じ
取

れ
る
。
「
如
是
我
聞
」
に
始
ま

り
、
「作
礼
而
去
」

に
終

わ
る
こ
の
文
章

が

『仏
説
阿
弥
陀
経
』
を
模

し
た
経
文
体

で
書

か
れ
た
理
由

に

つ
い
て
は
諸

(5
)

説
あ
る
が
、
大
賀

一
郎
氏

の
次

の
考
え
方

が
正
鵠
を
射

た
も

の
と
思

わ
れ

(6
)

る
。

此
の
書

が
斯

か
る
体
裁
を
採

つ
た
理
由

は
、
当
時
洋
学

が
未
だ
世
上

に
理
解
少

な
く
、
又
幕
府

の
忌
憚
を
憚

か

つ
た
た
め
と
も

い
は
れ
て

ゐ
る
が
、
榕
菴

に
と

つ
て
は
夫

れ
以

上
に
彼

の
内
心
を
此

の
敬
虔
な

る
経
典

の
形
を

以
て
顕
は
さ
ね
ば
止
ま

な

い
学
問
的
及
宗
教
的

の
熱

情

が
あ

つ
た
も

の
と

思
は
れ
る
の
で
あ

る
。

榕
菴

に
と

っ
て
菩
多
尼
訶

(bd
。
鐙
巳
。
『

植
物
学
)
は
植
物

に

つ
い
て

の
最
も

優
れ
た
真

理
を
伝
え

る
も

の
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
経
典

の
形
を

(7
)

採

ら
せ
た
も

の
で
あ

ろ
う

。

【終
説
】

の

「大
弟

子
等

、
聖
足
を
頂
戴
し
、

歓
喜

踊
躍
し
、
合
掌

環
繞

し
、
礼
を
作

し
て
去
り

ぬ
」
と
あ

る
の
は
榕
菴

自
身

の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

六
〇

(8
)

と

こ
ろ
で
、
『植
学
独
語
』

に
次

の
よ
う
な

一
節
が
あ

る
。

〇

三
有

の
学

は
従
来
世

に
効
能
も
知
れ
ざ

る
怪
物
奇
品
を
聚
め
論
じ

て
、
却

而
夫

の
薬
物

の
み
に
限
れ

る

「
ア
ポ

テ
ー

ケ
ル

コ
ン
ス
ト
」

に
は

迥

に
勝

れ
り
と
す

る
事
。

意

ふ
に

「
ア
ポ

テ
ー
ケ
ル

コ
ン
ス
ト
」

ハ
人
生
日
用

に
切
な

る
こ

と

固

り
論
な
し
と

い
へ
ど
も
、
人

の
浅
智

を
以

て
造

化
深
妙

の

心
を
窺

ふ

ハ
、
た
と

ヘ
バ
蛍
光
を
以

て
泰
山

の
人
面
を
照
ら
す
が

如

し
。

い
か
で
か
天
地

に
無
用

の
物
を
造
化
す

る
の
理
あ
ら
ん

や
。

た
と

ひ
人

に
害
あ

る
者
と

い

へ
ど
も
、
他
物

に
益
あ

る
時
は
人
其

他
物
を
用

て
益
と
す
。
人
蚊
を
見

て
人

に
害
あ

る
蟲
と
す
れ
ど
も

蜘
蛛

は
蚊
を
見

て
天

の
恩
勅
と

し
、
羅

し

て
是
を
捕

へ
食

と
す
。

人
蜘
蛛
を
薬

に
用

て
蜈
蚣

の
毒
を
解
す

る
時
は
、
蚊

の
人

に
益
あ

る
も

の
と

い
ふ
べ
し
。
造
化

の
物
を
造

る
、
私
心
な
し
。
父
母

の

多
子
を

一
斉

に
慈

み
養

ふ
が
ご
と
く
な
り
。
人
却

て
私
心
を
挟

ん

で
己

に
益
あ

る
も

の
は

こ
れ
を
培
植
し
飼
養
す
。
若
桑
葉
神
効
あ

る
薬

に
し

て
蠶
無
能

の
蛎
蝎
た
ち
は
、

日
夜
巧
志
し

て
蚕
を
秩
く

の
法
を
謀
ら

ん
。
又
造
化
必
ず
深
意
あ
り

て
蜂
を
生
ぜ
し

に
梨
を

植

る
者

ハ
多
方

し
て
こ
れ
を
避
け
、
蜜
を
採

る
者

ハ
却

て
梨
花
を

植

へ
て
、
是
を
養

ふ
に
て
見

れ
バ
人

ハ
私
心
あ

る
も

の
也
。



天
地

に
無
用
な
も

の
は
な

い
と

い
う
思
想
は
、
後

に
述

べ
る
よ
う

に
リ

ン
ネ

の
思
想
を
受
け

て
い
る

の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
に
共
感
す
る
素
地
が

榕
菴

に
は
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

『菩
多
尼

訶
経
』
は

一
頁

四
行

、

一
行

十
七
字

の

一
般
的
に
採
ら
れ
て

い
た
文
字
配
列

の
折
本
仕
立
て
に
な

っ
て

い
る
が

(知
恩
院
総
務
部
に
よ
る
と
お
経

の
折
本

の
形
式

は
こ

の
形
式

が

多

い
そ
う

で
あ
る
)
、
彼

の
手

元
に
は
同
形
式

の
折
本

『仏
説
阿
弥
陀
経
』

が
あ

っ
た
も

の
と
推

測
さ
れ
る
。
ま

た
、
彼

の
書
斎

に
は
壁

に
般
若
心
経

の
墨
本

が
貼

ら
れ
、
そ

の
書
屋

は

「観

自
在
菩

薩
楼
」
と

名
づ

け
ら

れ

(『自

叙
年
譜
』
)
、

『観
自
在

菩
薩
楼
随

筆
』

『菩
薩
楼
棄

蔵
志
』

『菩
薩
楼

集
』
と
名
づ

け
ら
れ
た
著
作
も
あ

る
。
ま
た

『植
学
啓
原
』

は
菩
薩
楼
版

(9
)

(自
家

蔵
版
)

で
あ
り
、
観
自

在
楼
蔵
刊

と
す

る

『蘭
学
重

宝
記
』
も
あ

る
。
榕
菴

の
家
は
浄
土
宗

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
が
、
彼

の
仏
教
思
想

の

理
解
は
そ
れ

に
は
留
ま
ら
な
か

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
天
台
宗
本
覚
思

想

の

「草
木

国
土
悉
皆
成

仏
」

(
『中
陰
経
』
)
と

い
う
句

は
謡
曲

な
ど
に

も
現

れ
る
が
、
良
源

(延
喜
十

二
年

O
這
ー
寛

和
元
年

O
O。㎝
)
の

「草

木

は
既

に
生
住

異
滅

の
四
相

を
具

す
。
是

れ
則

ち
草
木

発
心

・
修

行

・
菩

提

・
涅
槃

の
姿

な
り
」

(
『草
木
発
心
修

行
成
仏

記
』
)
と

い

っ
た
考
え
方

も

当
時

の
知
識
人
に
は
知

ら
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う

し
、
榕
菴
も
知

っ
て

い

た
に
ち
が

い
な

い
。
榕
菴

は
こ
う

し
た
仏
教

思
想

と
通
じ
る
も

の
を

リ
ン

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

ネ

の
植
物
観
に
感
じ
て

い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

確
か
に
榕
菴
が
西
洋

の
植

物

の
書
物

を
学

び
始

め
た
当

初

の
目
的

は
医

者

と
し

て
の
知

識
を
得

る
た
め
で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う

。
宇

田
川
家

は
津
山

藩

松
平

候

の
侍

医

で
あ
り
、
養

父
玄
真

の

『遠

西
医

方
名

物
考
』
に

は

「学

者
先
ヅ
斯

ノ
如

キ

一
科

ノ
学

ア
ル

コ
ト

ヲ
知

テ
此
篇

ヲ
読

二
非

レ
バ

草
木

ノ
形
状

ヲ
説

ク

ニ
至

テ
漢
人
未
ダ
言
ザ

ル
異
様

ノ
名

目
、
怪

ミ
疑

フ

ベ
キ
者

ア
リ
」
と
あ

る
。
し
か
し
、

『菩
多
尼

訶
経
』
に
は

そ
う

し
た
家

業

の
為

の
知
識
と
し

て
の
西
洋
本
草
学
を
超
え
た
西
洋
植
物
学

の
内
容
が

語
ら

れ
、
そ
れ
を
支
え

る
植
物
観

へ
の
共
感
が
伝
わ

っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

2

宇
田
川
榕
菴
と

「植
学
」
と
の
出
会

い

(10
)

『宇
田

川
榕
自

叙
年
譜
』

に
よ
る
と
、
榕
菴

は
十

六
歳

の
時

に
、
既

に

「
先
人
」

(養

父
玄
真

)
が
借
り

て
き

た
物
印

満

の

『草

木
譜
』

(ζ
日
興

①昌
朝
≦
貯
目
①
戸

、、内
村
達
ざ

旨
山
耐
①
亳
O
o
◎
①
昌
び
o
Φ
障
、.
嵩
ω
①
山
謹
○。
)
を
見

て

い
る
。十

年
癸
酉
、
年
十

六
。

(中
略
)
先
人
借

二
物
印
満
設
色

草
木
譜

一
、

招

二
岩
崎

潅

園

・
花

戸

群
芳

諸
子

一
、
会
二
議
名

物
之

當
否

一
。
余

与

二
其
商
議

一
。

ま
た
、
十

七
歳

の
時

に
は
江
戸
参
府

し
た
オ

ラ
ン
ダ
商

館
長

「
道
富
」

亠
企



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

(U
o
Φ
臣
)

に
玄
真
と
共

に
会

っ
て
西
洋

の
薬
草
に

つ
い
て
質
問
し

て
い
る
。

十

一
年
甲
戊
、
年
十
七
。
三
月
、
加
比
丹
汾
徳
律
吉
道
富

・
舶
醫
生

歇

尓

結
等

入
レ
都
。
余

従

二
先

人

　
、
就
二
石
町

旅

館

一
會

二
道

富

等

一
、
質

二
薬
物
数
件

一
。
(
下
略
)

し
か
し
、
十

八
歳

の
時

、
馬
場
貞
由

(佐
十
郎
)

の
も
と

で
蘭
学
を
学

び
始
め
、
翌
年

に
は
長
崎

の
通
詞
の
吉
雄
俊

三
に
も
学

ん
だ
後

、
二
十
歳

の
時
に

『叔
氏
韻
府
』

を
読

ん
で
、
「植

学
」

(西
洋
植
物
学

)
と

い
う
も

の
が
あ
る
こ
と
を
始
め
て
知

っ
た
と
言
う

。

十

二
年

乙
亥

、
年

十

八
。
徃

二
来
馬

場
塾

}
、
讀
二
局
方

・
草
木

譜

.
等
書

一
。

(下
略
)

十
三
年
丙
子
、
年
十
九
。
崎
山
吉
雄
俊
三
客
二
居
江
戸

一
。

(中
略
)

余

乃
就
二
帳

下

一
学

レ
之
。
其
説
皆
新

奇
、
如
二
摩
準

異
錦

一
、
如
二

領
略
新
声

一
。
学
半
年
、
覚

二
稍
有

一
レ
進
。

十

四
年

丁
丑
、
年

二
十
。
讀
二
叔

氏
韻
府

一
、
始

知
レ
有

二
植
学

一
。

従

レ
是
盡

二
思
索

一
、
其
説
稍

々
有

レ
所

レ
得
。

『叔

氏

韻

府
』
即

ち

シ

ョ

メ

ー

ル

(ミ

さ

職

9

ミ
鳴
N)

の

、、出
d
Hω
山
O
d
u
国
い
こ
囚

煢

○
○
力
U
国
乞
bd
O
国
内
..
は

家
庭

の
実

用

の
た

め

に
な
る
こ
と
が
ら
を

a
b

c
の
順
に
編
纂

し
た
家
庭

用
百
科
事
典

で
あ

る

(
『遠
西
名
物
考
』

で
は

「
居
家
纂
要

」
、

『遠

西
医
方
名
物
考
』

で
は

「百

六
二

家
工
芸
諸

術
韻
府
書
」
と

訳
さ
れ

て
お
り
、

『厚
生
新
編
』

に
は

「斉

民

ノ
要
術

ニ
シ
テ
専

ラ
利
用
厚
生

二
関
係

ス
ル
ノ
事
件
、
彼
体
文

ア
ベ
セ
ニ

十
六

頭
字
ノ
順
序

二
従

ヒ
雑
纂

セ
ル
ノ
書
也
」

〔十

四
巻

「医
事

攬
要
」
〕

と
説

明
さ
れ

て
い
る
)
。
幕
府

天
文
方

の
蕃
書

和
解
御
用

で
、
こ

の
事

典

の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳

(
一
七
七

八
年
版
)
か
ら

の
訳
業
が
始
ま

っ
た

の
は
文

化

三
年

(
一
八

一
一
)

で
あ
り

(
こ
の
時

に

『厚
生
新
編
』
と

い
う
和
書

名

が
付
け
ら

れ
た
)
。
弘
化

二
年

(
一
八
四
五
)
年

頃
ま

で
に
正
編
全
七

十
巻

と
続
編

三
十

二
巻

の
訳

が
完
成

し
て

い
る
が
、

ア
ー
デ
ラ
ア
ル

(
オ

ラ
ン
ダ
語
、
鷲

)
か
ら
始
ま

る
巻

一
か
ら
ア
ゼ
イ
ン

(同
、
酢
)

に
終
わ

る
巻
三
ま
で
は
馬
場
貞
由

と
大
槻
玄

沢
の
二
人
が
訳
を
行

い
、
巻

四
か
ら

宇
田
川
玄
真
が
加
わ
り
、
巻

五
か
ら
巻

三
十

八
ま
で
は
玄
真

と
玄

沢
と
が

訳
述
を
行

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
文
政
九
年

(
一
八
二
八
)
に

「
西
洋
図

籍
翻
訳
局
生
補
助
」
と
な

っ
た
榕
菴

(
『自
叙
年
譜
』
)

の
名
も
巻
三
十
九

か
ら
訳
者
と
し

て
見
え
始
め
る
。

榕
菴
が

「
植
学
」

の
存
在
を
知

っ
た
と
す
る

『淑
氏
韻
府
』

の
記
事
は

(
11
)

「勺
い
>
Z
↓
国
2
-
囚
d
Z
U
国
」

(植

物

学
)

の
項

目

で
あ

る

と

さ

れ

る
が
、

現

存
す

る

『厚
生

新

編
』

に
は

そ

の
項

目

の
訳
稿

は
見

当

た
ら

な

い
。

『厚
生

新
編
』

の
中

か
ら
、
植

物

の
生
態

や
効

能
、
あ
る

い
は
栽

培
法
な

ど
本
草
学

や
園
芸

に
関
す

る
説
明
を
省
き
、
純
粋

に
植
物
学
的
な
内
容
と



言
え

る
も

の
は
、
お

よ
そ
次

の
よ
う
な
も

の
だ
け

で
あ

る

(細
字
双
行

の

(12
)

注
は

〈

〉
内

に

一
行

に
改
め
た
)
。

囚

巻

二

「
巧

芸

部

巻

之

一
」

の

「花

卉

又

花

品
」

の
項

(馬

場

貞

由

・
大
槻
玄
沢
訳
)

花
を
開
く

の
生
植
を
三
類
に
分

て
り
。
其

一
は

一
ト
た
び
花
咲

き

て

終

年
止
ま
ざ

る
も

の
。
其

二
は
植

て

一
年

に
し

て
花
さ
き
実

を

結
び
、
其
年

の
中
に
枯

る

・
も

の
。
其

三
は
植

て
二
年

に
し
て

花

さ
き

、
実

の
り

て
そ
の
後
枯

る

・
も

の
な
り
。

又
其

根

の

状

を

以
て
三
種

に
分

つ
。
其

一
は
鬚
根
あ

り

て
夫

よ

り
芽
を
生
ず

る
も

の
な
り
、
諸
生
植
此
類

夥

し
。
其

二
は
根

に

卵
を

な
す
も

の
、
其
卵

と

い
ふ
は

形

太
り

て
肉

の
如
く
、
年

々

其
卵

よ
り
新
た
な

る

鬚

を
出
す

も

の
な
り
、

(中
略

)
。
其

三
は

結
節
あ
り

て
其
節
よ
り
生
ず
る
植
物
な
り
、
こ
れ
亦
年

々
其
節
よ

り
細
鬚
を
生
ず
、

(中
略
)

又
其
生
植
類
を
三
種
に
分

つ
。
其

一
は
よ
う
つ

の
花
草

〈
是
は
茎

も
葉
も

と
も

に
嬌
軟

な
り
〉
、
其
二
は

潅

木

く
是
は
草

と
木
と

の

問

の
も

の
に
し
て
、
草

の
如

く
低
く
生
ず

。
但

し
こ
れ
は
根

よ
り

多

く

の
茎
を

生
ず

る
も

の
な

り
。
皆

是

を

「
へ
ー

ス
ト

ル
」
と

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

云
〉
、
其

三
は

喬

木

〈是
は

一
幹

み
き
に
し

て
高

く
聳

ゆ
る
木

な

り
〉
。
此
三
種
共
に
編
中
各
条
下
に
詳
な
り
。

圖

巻

十

四

「雑

集

巻

之

二
」

の

「
生

植

類
」

の

「葉
」

の

項

(玄

沢

・
玄

真
訳
)

葉

は
草
木

に
附
く
所

の
も

の
な
り
。
こ
れ
啻

に
草
木

の
形
容
を
飾

る
の
み
な
ら
ず
、
其

長
育

に
大

に
必
要
を
な
す
も

の
な
り
。
其

の

故

は
根

よ
り
津
液
を
引
揚
げ

て
高
く
運
輸

し
或

ハ
夏

日
乾
燥

の
時

に
は
よ
く
津
液
を
蒸
発
し
又
涼
気
を
吸
ひ
又
雨

ふ
れ
ば
其
液
及
び

其
余
大
気
中

の
養
液
を
吸
収
し

て
長
育
を
進
め
し
む
。

こ
れ
、
そ

の
用
、
稍
活
物

の
肺
臓

の
如
き
も

の
也
。

右

の
如
く
草
木

の
長
育
に
葉

の
必
用
た
る
こ
と
を
知
ら
ん
と
欲
せ

ば

「
ハ
ー
レ

ス
」
〈
人
名
〉

の

「
グ

ル
ー
イ

ヱ

ン
デ

ウ

ヱ
ー
グ

キ

ュ
ン
デ
」
〈
書
名
〉

の
書

を
見
る
べ
し
。

回

巻
十
八
雑
集

「
生
植
部

」

の

「
花
」
の
項

(玄

沢

・
玄

真
訳
)

凡
そ
草
木

の
花

ハ
実
を
結

ぶ
原
ト
に
し

て
、
さ
れ
ば
其
種
類
を
滋

益
す

る
所

の
肝
要
貴
重

の
物
を
含
有
す
。

そ
の
花
輪

の
内

二
種

々

の
諸
物
を
旦
ハふ
。
皆
是
倍
殖
生
息

に
用
あ

る
の
諸
器
な
り
。
そ

の

第

一
ハ

「
ブ

ル
ー

ム

・
ケ

ル
ク
」

〈萼

羅
甸

「
カ

レ
イ
キ

ス
」
〉

第

二

「
ブ

ル
ー
ム

・
カ

ラ
ン
ス
」

〈花

叢

羅
甸

「
コ
ロ
ル
ラ
」
〉

六
三



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

第

三

「
ヘ
ル

ム

・
ス

テ

ー

ル

チ

ー

ス
」

〈蘂

羅

甸

「
ス

タ

ミ

ナ
」
〉
第

四

「
ス
タ
ム

・
ペ
ル
チ
イ
ス
」

〈心
蘂

羅
甸

「ピ

ス
チ

ル
リ

ュ
ム
」
〉
と
名

く
る
等
な
り

。
然

れ
ど
も
是
皆
花

ご
と

に
同

じ
か
ら
ず
。
右

の
諸
器

ハ
実
と
子
仁
を
生
ず

る
為

に
使
用
す
る
も

の
に
し

て
、
此
物
を
具
ふ
る
に
各

種
各

品

の
実

の
生
育

の
用
に
供

す

る
な

り
。
花

の
こ
と
を
委

し
く
見

ん
こ
と
を
欲

せ
ば

、
「
リ

ン

ナ
ー
ウ

ス
」
及

「
ハ
イ

ル
ラ

ン
ト
」

〈共

に
人
名
〉

の
書
を
読

む

べ
し
。

回

巻

四
十
七

「卵
巣
」

の
項

(玄
真
訳
)

草
木

の
子
室
を
見

る
に
宛
も
動
物

の
卵
巣

の
如

し
。
其
種
子
は
即

チ
動
物

の
卵

な
り

。
こ
れ
雄
花

の
蕊
粉
を
雌
花

に
受

て
果
実
を
結

ぶ
も

の
な
り

。

(申
略
)

諸
草
木

の
花

に
於
て
は
其
雄
花

、
甚

ダ
雌
花
と
遠
く
離

る
様

子
は

下
に
懸
垂
す

る
雄
花
を
以

て
雌

花
と
離

れ
て
種

子
を
生
ぜ

し
む
。

楊
樹
も
亦
雌
雄
相
離
る
と
雖
も
雄
花
を
以
て
雌
花
に
種

子
を
生
ぜ

し
む
。
又
黄
楊
樹

の
類
は
雌
雄
相
隔

つ
こ
と
数
里
な
り
ど
も
雌
花

に
雄
花

の
蕊
粉
を
受

て
実
を
結

ぶ
こ
と
恠
し
む
に
足
ら
ず
。

圍

巻
四
十
八

「
雑
集
」

の

「
花

の
種
類
」

の
項

(玄
真
訳
)

凡

ソ
草
木

の
花
は
其
色
種

々
な
れ
ど
も
皆
実
を
結
び
核
仁
を
生
ず

六
四

る
こ
と
皆

「
ブ

ル
ー
ム
」

の
條

(引
用
者
注
-
囚

の
記
事
)

に
詳

な
り
。

花

の
種
類
を
分

て
三
種
と
す
。
即
チ
男
性
、
女
性
、
及
ビ
複
性
な

り

。
男
性
花

は
唯
鬚
蕋
あ

り
て
心
蕋

及
ビ

子
基

な
し
。
故

に
子
実
を
結

ば
ず
。
然
れ
ど
も

、
其
鬚

蕋
粉

を
以
て
女
性
花

に
含
ま

し
め
て
子

実
を
結
ば
し
む
。

女
性
花
は
唯
心
蕋

の
み
あ
り

て
鬚
蕋
な
し
。

複
性
花
は
即
チ
男
性
女
性

の
両
種
を
兼
る
花
類
に
し

て
鬚
蕋
及
ビ

心
蕋
と
も

に
具
す
る
も

の
な
り
。

又
花
類
を
差
別
す
れ
ば
男
性
花
と
女
性
花
と
雑
は
り
生
ず
る
草
木

あ
り
。
即

チ
胡
桃
樹
、
榛
樹
、
槲
樹
、
胡
瓜
等

の
花

の
如
し
。
或

は
男
性
花

の
み
生
じ
、
或
は
女
性
花

の
み
生
ず

る
草
木
あ
り
。
即

チ
菠
蔆

草
、
大
麻
、
「
タ
キ

シ
ス
」
繝
名

樹
等

の
ご
と

し
。
或
は

男
性
女
性
を
兼

ぬ
る
花

は
男
性
花

、
女
性
花
と

の
三
種
を
悉
く
備

ふ

る
草

木

あ

り
。
即

チ

・
秦

皮

、
「
ガ

ラ

ス

コ

ロ
イ

ト
」
草
名

「
ピ
サ

ン
ク
」
等

の
ご
と
し
。

花
形
も
亦
種
類
甚
ダ
多

し
。
是
を
分
別
す
る
事

左

の
ご
と
し
。

猫
尾
状
花

羅
甸

「
フ
ロ
ス
、

ア
メ
ン
タ
セ
ウ

ス
」



無
弁
花

羅
甸

「
フ
ロ
ス
、
ア

ペ
タ
リ

ュ
ス
」

(中
略
)

壜
状
花

羅
甸

「
フ
ロ
ス
、

ユ
ル
セ

ヲ
ラ
チ

ュ
ス
」

「
ウ

ヘ
ル

ヘ
ル
花

羅
甸

「
フ
ロ
ス
、

ヘ
ン
チ
シ
ル
ラ
チ

ュ

ス
」

通
計

三
十

五
品

以
上

の
他

に
巻

五
十

八
に
膳
葉

の
こ
と
を
記
し
た
項
が
榕
菴

に
よ

っ
て

訳
述
さ

れ
て
い
る
が
、
省
略
す

る
。

さ
て
、
右

に
列
挙
し
た

『厚
生
新
編
』

に
見
え

る
西
洋
近
代
植
物
学

に

関

す
る
記
事

の
う

ち
、
囚

の
記
事
を

除
き
、
他

は
す

べ

て

『菩
多
尼

訶

経
』

に
言
う

「
植
物
究
理
」
に
関
わ
る
内
容

で
あ
る
。
そ

の
う
ち

『菩
多

尼
訶
経
』

の
内
容
と

の
関
連

で
最
も
重
要
な
、
花

の
男
性
女
性
に

つ
い
て

説

い
て
い
る

の
は
圈

以
降

の
項
目
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
圈

の
項
目
を
収
め

る
巻
十
八
は
文
政
元
年

(
一
八

一
八
)

の
正
月
十
三
日
に
駿
河
守
に
上
納

さ
れ
て
お
り
、
訳
業
は
そ

の
前
年

の
文
化
十
四
年
に
な
さ
れ
た
も

の
と
考

え

ら
れ
る
。
圃

と
圃
も

別

の
巻

に
収

め
ら
れ
て

い
る
が
、
圈

と
同
時
期

に

訳
さ
れ
た
も

の
と
推
定

さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち

、
こ
れ
ら
の
項

(13
)

目

の
訳

述

に
榕

菴

の
養

父
玄

真

が

取
り

組

ん

で

い
た

の
は
、
榕

菴

が

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

「讀

二
叔
氏
韻
府

一
、
始
知
レ
有

二
植

学

一
。
従
レ
是
盡

二
思
索

一
」
と
記
す

年

の
こ
と

で
あ

る
。
榕
菴

著

『菩

薩
楼

随

筆
』

(杏

雨
屋

屋
蔵
)

に

は

「榕
菴

、
菩
多

学
究
理

ノ
初

メ

ハ
文
化

丙
子

ノ
秋

な
り
」
と
あ
り

(高
橋

輝
和

『
シ
ー
ボ

ル
ト
と
宇

田
川
榕
菴
』
平

凡
社
新
書
)
、

こ
れ
に
よ
れ
ば

『自
叙
年

譜
』

に

い
う
時

よ
り

一
年
前
か
ら
西
洋

植
物
学
を
知

っ
て

い
た

こ

と

に

な

る

が
、
少

な

く

と

も

『淑

氏

韻

府
』

の

「勺
い
>
2
↓
国
乞
-

囚
¢
Z
O
国
」

の
項
を
読

み
得

た
の
は
玄
真

の
こ

の
訳
業
と

関
係
が
あ
る
も

の
と
思

わ

れ

る
。
た

だ

し
、

『菩

多
尼

訶

経
』

は
直

接

的

に
は

リ

ン
ネ

(9

＼N

嗹O
ミ

Nい
軌§
§
鳴

H
刈O
刈
-
一
刈
刈
○○
)

の

弟

子

ホ

ッ

タ

イ

ン

(さ

ミ
ミ

魯

ミ
ミ

§

し

蕊

O
山

ミ

。゚
)

の
著

を

参

考

に

書

か

れ

た

も

の
と

い
う

(飯

沼
慾
齋

『草
木
図
説
』

引
)
。

3

『菩
多
尼
訶
経
』
と
リ
ン
ネ
の
植
物
観

3
-
1

植
物

と
動
物

と
を
同

一
視

す
る
こ
と

西
欧

に
お

い
て
は
動
物
と
植
物
と
を

同

一
に
扱
う
考
え
方

は
既

に
ア
リ

ス
ト

テ
レ
ス
の
昔

か
ら
あ

っ
た
。
木
村
陽

二
郎
著

「
『宇

田
川
榕
庵

・
植

学

啓
原
』

解
説
」

(講
談
社

一
九
八
〇
、

『
シ
ー
ボ

ル
ト
と

日
本

の
植
物
』

恒
和
選
書

一
九

八

一
.

二
所
収
)

に
言
う
、

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
リ
ン
ネ
は
、
世
界

の
動

・
植

・
鉱
物
を
、
用
不
用

六
五



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

を
論

ぜ
ず
同
様

に
扱

っ
て
記
述

し
た
が
、
そ

の
源
を

た
ず

ね
れ
ば
、

ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
知
識
を
愛
す

る
哲
学
者

の
態
度

に
至

る
。

ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
は
…
(中
略
)
…
薬

に
な

る
か
な
ら
な

い
か
、
食
用
か
ど

う

か
を
問

わ
ず

、
個

々
の
小
動
物

に
至

る
ま

で
綿
密

に
観
察
、
記
録

し
、
こ
れ
が
彼

の
著
書

『動
物
誌
』

の
基
と

な

っ
た
。

た
だ

し
、
厳

密
に
言
え

ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
特

に
問
題

に
し
た
の
は

植
物
と
動
物

の
境
界
で
あ

っ
た
。

『動
物
誌

(下
)』

に
次

の
よ
う

に
あ

る

(
『
ア
リ

ス
ト
テ
レ

ス
全
集

8
』

岩
波
書

店
)
。

自

然

界
は
無
生

物
か

ら
動
物

に

い
た

る
ま

で
わ

ず
か
ず

つ
移
り
変

わ

っ
て
行
く

の
で
、
こ

の
連
続
性

の
故
に
両
者

の
境
界
も
は

っ
き
り

し
な

い
し
、
両
者

の
中
間

の
も

の
が
そ

の
ど
ち
ら
に
属
す
る

の
か
分

か
ら
な
く
な

る
。
す
な
わ
ち
、
無
生
物

の
類

の
次
に
は
ま
ず
植
物

の

類
が
続
き
、
植
物

の
中

の
各

々
は
生
命
を
分
与
さ
れ

て
い
る
と
思
わ

れ

る
程
度

の
差

に
よ

っ
て
互

い
に
異
な
る
が
、
植
物

の
類
全
体
と
し

て
は
他

の

〔生
命

の
な

い
〕
物
体

に
対
し

て
は

ほ
と

ん
ど
生
物

の
よ

う

で
あ
り
、
動
物

の
類

に
対
し

て
は
無
生
物

の
よ
う

に
見
え

る
の
で

あ

る
。

い
ま
述

べ
た
よ
う

に
、
植
物

か
ら
動
物

へ
の
移
り
変
わ
り

は

連
続

的
で
あ

る
。

現
に
、
海
産

の
生
物

に
は
動
物

か
植
物

か
よ
く
分

か
ら
な

い
よ
う

な
も

の
が
あ

る
。

六
六

ア
リ

ス
ト

テ
レ
ス
の
問
題
意
識
が
右

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
と
し

て

も
、
動
物
と
植
物
と
を
同

一
に
扱
う
考
え
方
は
、
以
降
西
洋

の
考
え
方

の

一
つ
と

し
て
受
け
継
が
れ

て
い
き
、

リ
ン
ネ

に
至

っ
て
等
し
く
神

の
財
産

と
な

る
。
木
村
氏
は
先

の
文
章

に
続
け

て
次

の
よ
う

に
言
う
。

ア
リ

ス
ト

テ
レ
ス
か
ら

の
伝
統

は
、

リ

ン
ネ
ま

で
も
及

ん
で

い
た
。

リ
ン
ネ

に
と

っ
て
、
神

の
創
造

し
た
動

・
植

・
鉱
物
は

み
な
神

の
財

産

で
、
意
味

の
な

い
も

の
は
な

い
の
で
あ
り
、

一
視
同
仁

に
こ
れ
ら

を
扱

っ
た
。

そ
れ
は
本
草
学

で
は
な
く
植
物
学

の
態
度
だ

っ
た
。

先

に
引
用
し
た
榕
菴

の

『植

学
独

語
』

の
文
章

は
こ
の
リ
ン
ネ

の
思
想

と
通
じ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
説
明
は

「本
草
学

で
は
な
く
植
物
学

の
態

度
だ

っ
た
」

の
で
あ
る
。

3
-
2

植
物
に
性
を
認
め
る
こ
と

植
物
と
動
物
と
を

一
視
同
仁
に
扱
う
こ
と
は
仏
教
で
も
既
に
存

在
し
て

い
た
。
西
洋
植
物
学
が
日
本

の
植
物
観

に
与
え
た
最
も
大
き

い
衝
撃
は
植

物

に
も
性
を
認
め
る

こ
と

で
あ

っ
た

で
あ

ろ
う
。
木
村
陽

二
郎
氏

の

「
人

為
分

類
と
自
然

分
類

(1
)

(2
)
」

『植

物
研
究

雑
誌
』
第
三
十

五
巻
第

二
、
三
号

一
九
六
〇
)

に
よ
れ
ば
、
西
欧

に
お

い
て
植
物

の
性

の
問
題
は

冒
§
ミ
ミ
ミ

鑓

(霸
○。
刈
山
O
田
)
や
智

の愚
討
題

§

譜

§

§

§

こ

(δ
㎝
守



嵩
O
°。
)

に
よ

っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
十

八
世
紀

に
は
生
殖

の
問
題
と
と
も

に
発
展
し
た
も

の
で
あ

る
と

い
う
。

リ
ン
ネ

に
と

っ
て
も
植
物
も
ま
た
動

物
と
同
じ
く
生
殖
を
行
な

い
、
子
孫
を
残
す
存
在

で
あ

っ
た
。
花
を
植
物

の
生
殖
器
官
と
捉
え
、
蕊
を
雄
蕊
と
雌
蕊
に
分
け
、
雄
蕊

の
数
と
雌
蕊
に

対
す
る
位
置

に
よ

っ
て
分
類
す
る
彼

の
分
類
法
は
雌
雄
蕊
分
類
法
と
呼
ば

れ
、
そ

の
分

類
体
系

は
性
分
類

体
系

(ω
Φ
鬯

巴

昌
ω8
8
)
と
呼
ば

れ
る

こ
と
は
周
知

の
と
こ

ろ
で
あ
る
。
木
村
陽
二
郎
氏
は

ア
リ

ス
ト

テ
レ

ス
か

ら
リ

ン
ネ
に
至
る
ま

で
の
学
説
を
次

の
よ
う
に
簡
略
に
説
明
さ
れ
て

い
る

(「
『宇
田
川
榕
庵

・
植

学
啓
原
』

解
説
」
)
。

本
草
書
で
は
、
李

時
珍

の

『本
草
綱

目
』

で
も

ド
ド
ネ

ウ

ス
の

『本

草
』

で
も
、
多
数

の
植
物
を
ま

と
め
る
の
に
山
草
類
と

か
芳
草
類
と

か
毒
草

類
と

か

い
う
ぐ
あ

い
だ

が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
の
伝
統

に
従
え

ば
、
植
物
自
体

の
形
質

に
よ

っ
て
分
類

が
な

さ
れ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

一
七
世
紀

イ
タ
リ

ア
の
チ

ェ
ザ

ル
ピ

ー
ノ

(〉
昌
曾
$

O
①
ω巴
豆
口
〇

一
五

一
九
⊥

六

〇
三
)
に
よ

っ
て
先
鞭

が

つ
け
ら
れ
、

植
物

の
果
実
種
子

に
よ
り
、
ま
た

パ
リ
王
立
植
物
園
教
授

の
ト

ゥ
ル

ヌ

フ
ォ
ー

ル

(旨
,

↓
o
霞
⇒
Φ
♂
辞

一
六

五
六
⊥

七
O
八
)
は
花
冠

の
形

に
よ
り
、
次

い
で
リ
ン
ネ

の
雄
し

べ
雌
し

べ
の
数

に
よ

る
雌
雄

蕊
分
類
法

(性
分
類
体
系

ω
①
×
=
巴

薯
ω8
8
)
と
な
る
。

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

中
国

に
お

い
て
も
草
木
に
雌
雄
を
言
う
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
西
洋
植
物

学
に
お
け
る
そ
れ
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
明
代
に

成
立
し
た

『農
業
全
書
』

に

銀
杏

〈
一
名
白

果
、

一
名
鴨

脚
子
〉

其
木
有

二
雌

雄
之
意

一
、
雄
者

不
レ
結
レ
実

、
雌

者
結

レ
実
。
其
実

亦
有

二
雌
雄

一
。
雌
者

二
稜

、

雄
者
三
稜
。

(下
略

)

(巻

三
十
)

種

植

(中

略
)
農

桑

輯

要

日
、
凡

木

皆

有
二
雌

雄

一
而

雄
者

多

不
レ
結
レ
実

。

(下
略
)

(巻

三
十
七
)

と

あ
り
、
日
本

に
お

い
て
も
例
え
ば
小

山
田
与
清

(
一
七

八
三
⊥

八

四

七
)

の

『松
屋
筆
記
』
巻
百

三
に

「草
木

の
雌
雄
并
果
実
を
種

る
伝
」

に
、

松

に
男
松
女
松
あ
り
。
桂

に
男
桂
女
桂
あ
り
。
女
郎
花

男

花

あ
り
。

稲

に
男
稲
女
稲
あ

り
。
女

稲

の
種
を
蒔

ば
繁
茂
し

て
よ
く
み

の
り
、

男
稲

の
種
を
蒔
ば
か
じ
け

て
実

の
ら
ず

(中
略
)
牛
蒡
人
参
大
根

の

類

に
雌
雄
あ
り
。
雌
は
右

に
ま
き
た
る
筋
あ
り
。
雄
は
左

に
ま
き
た

る
筋
あ
り
。
雄
を
植
れ
ば
か
じ
け

て
繁
茂
せ
ず
。
雌
を
植
れ
ば
繁
茂

し

て
種
多
し
。
竹
に
男
竹
女
竹
あ
り
。
生
出
た

る
本

つ
方

の
は
じ
め

の
枝

二
つ
に
わ
か
れ
た
る
は
女
竹
也
。

一
本
に

て
分
れ
ざ
る
は
男
竹

な
り
。
竹
を
伐

て
女
竹
を
立
置
ば
筍
お
ほ
く
生
ず
。
男
竹
を
立
置
か

ば
筍
を
生
ぜ
ず
。
漸

々
に
枯
失
せ

て
遂
に
空
地
と
な
る
。

(下
略
)

六
七



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

と
あ
る
。

こ
れ
ら

の
雌
雄

の
区
別
に
は

二
つ
の
場
合
が
あ
る
。

一
つ
は
繁

茂
状
態

に
注
目

し
て
よ
く
実
る
か
実
ら
な

い
か
を
区
別
し
た
も

の
で
あ
り
、

も
う

一
つ
は
男
波

・
女
波
、
男
坂

・
女
坂
な
ど
と
同
じ
く
そ

の
特
徴
や
印

象
を
男

・
女
と
表
現

し
た
も

の
で
あ

る
。
例
え
ば
男
松

・
女
松
は

『本
草

綱

目
啓
蒙
』

に
次

の
よ
う

に
説
明
さ
れ

る
。

松

二
雌
雄

ア
リ
。
雄

ナ
ル
者

ハ
皮

ノ
色
黒

シ
。
故

ニ
ク
ロ

マ
ツ
ト
呼

ブ
。
漢
名

黒
松
説
鈴
ヲ
マ
ツ
ナ
リ
。
雌

ナ

ル
者

ハ
皮

ノ
色
赤

シ
。
故

ニ
ア
カ

マ
ツ
ト
呼
ブ
。
漢
名
赤
松
讖
繼
一
名

朱
松
同
上

メ
マ
ツ
ナ
リ
。

夫

婦
松

・
夫

婦
杉

な
ど
と

い

っ
た
表
現
も

同
様

で
あ

り
、

『萬

葉
集
』

に

コ
言
問

は
ぬ
木

す
ら
妹

と
兄

あ
り
と

い
ふ
を
」

(巻
六

・
一
O
O
七
γ

と
あ
る

の
も

同
様
で
あ
ろ
う

。
こ
れ
に
よ

っ
て
考
え

れ
ば

、
結
実

、
不
結

実
に
よ
る
雌
雄

の
区
別
も
ま
た
、
単

に
動
物

の
雌
雄

の
別
に
擬
え

た
も

の

と
思
わ
れ
る
。

(14
V

ち
な
み
に
司
馬
江
漢

『天
地
理
譚
』

(文
化
十
三
年

曷
屋

刊
)
に
次

の

よ
う
な
説
明
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
陰
陽
思
想
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
西

洋
近
代
植
物
学

に
似

て
非
な
る
も

の
で
あ
る
。

花
開
キ
実

ヲ
結

フ

ハ
、
生
類
相
交

テ
子

ヲ
生

ス
ル
如
シ
。
草
木
ノ
花

発

ス
ル

ハ
、
天

ノ
陽
火
ト
交

ル
如

シ
。
柿

ノ
実

ヲ
視

ル
ニ
、

二
葉

ノ

形
チ

ア
リ
。
之

ヲ

培

バ
天
火

ヲ
照

ス
。
即
チ

ニ
葉

ヲ
発

ス
。
天

ヨ

六
八

リ
シ

テ
漸
靡
、
大
樹
ト
ナ

ル
如
シ
。
人
ノ
長
ズ

ル
ト
理

ヲ
同
ジ
ウ
ス
。

陰

ノ
者
花

ヲ
ナ
サ
ヅ
。
花
発

ル
ヲ
盛
ト
云
。
鳥
獣
時

ア
ツ
テ
盛

ル
。

実

ハ
生
類
子

ヲ
産

ス
如
シ
。

(「
草
木
花
発
実

ヲ
結

フ
理
」
)

リ

ン
ネ

の
雌
雄
蕊
分
類
法
は
、
早
く
安
永
五
年

(
一
七
七
六
)
に
日
本

を

訪

れ

た

リ

ン
ネ

の
弟

子

で
あ

る

ツ

ユ

ン

ベ

リ

ー

(○
ミ
N
℃
§

＼

S
誨
§

冒
磧

H週
G。
山
○。
N
°。
)

に
よ

っ
て
日
本

に
伝
え

ら
れ

て

い
た
は
ず

で

あ

る
が
、
榕
菴
以
前

に
は
そ

の
思
想
は
十
分
に
は
理
解
さ
れ
な
か

っ
た
よ

う

で
あ

る
。
木

村
陽

二
郎
氏

の

『日
本
自

然
誌

の
成
立

蘭

学
と

本
草

学
』

一
九
七

四
.

一
〇

中
央
公
論
社
、
勺
即
ゆ
山
O
)
に
言
う

、

リ
ン
ネ

に
よ

っ
て

一
応

の
完
成
を
見
た
近
代
自
然
史
研
究
は
、
リ

ン

ネ

の
高
弟

の
ツ

ユ
ン
ベ
リ
ー
の
来

日
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
精
神
は

直

ぐ
に
は
吸
収

さ
れ
ず
、

は
る
か
後
代

の
宇

田
川
榕
菴
、
伊
藤
圭
介

ら
の
時
代
を
待

た
な
け

れ
ば

な
ら
な

か

っ
た
よ
う

に
、

そ
の
精
神
も

直

ぐ
に
は
理
解

さ
れ
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
大
槻
玄

沢
ら
は
西
洋

の
動

植
物

の
紹
介

に

つ
と
め
た
が
、
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
勉
強

の
手
段

で
あ
り
、
西
洋

の
事
物

の
紹
介

に
止

ま

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

さ

て
、

こ

の
よ
う

な
状
況

の
中

で

『菩
多

尼
訶

経
』

の

「
(植
物

に
)

雄
あ
り
雌
あ
り
、

一
体
に
男
女
を
兼
ぬ
る
あ
り
」
と

い
う
文
は
書
か
れ
た



の
で
あ

る
。
榕
菴

は
西
洋
植
物
学
特

に
リ

ン
ネ

の
説

を
正
確

に
理
解

し
、

最
初
に
日
本
に
紹
介

し
た
の
で
あ

っ
た
。
先

に
掲

げ
た

『厚
生
新
編
』

の

回

圍

の
項

は
榕
菴

が

『厚

生
新
編
』

の
訳

述
に
加
わ

っ
た
文

政
九
年
以

降

の
も

の
で
あ

る
。

リ
ン
ネ

の
雌
雄
蕊
分
類
法

は
榕
菴
だ

け
で
な
く

、
西
洋
植
物
学

に
触
れ

た
当
時

の
日
本

人
に
は
衝
撃
的
な
も

の
で
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。
伊
藤
圭

介

の

『泰
西
本
草
名
疏
』

(文
政
十

二
年

H
O。
b。
O
刊
)

の

「
二
十
四
綱
解
」

も
ま

た
、
シ

ョ
メ
ー
ル
の

弓
い
>
Z
↓
国
乞
-内
C
Z
U
国
」

(植

物
学
)

の
項

(
15
)

を
参
考

に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ

て
い
る
が
、
典

拠
不
明

の
次

の
部
分
は
、

一
説
に
は

『菩
多
尼
訶
経
』

の
引
き
写
し
と
す

(
16
)

る
。
以
下

の
引
用
中

の
傍
線
は
引
用
者
。

花

二
雄
蘂
雌
蘂

ア
ル
ヤ
恰

モ
動
物

二
男
女
牝
牡

ア
ル
ガ
如
シ
。

ソ
ノ

雄
蘂
ノ
花
粉

ハ
即
チ
男
子
ノ
精
液

ニ
シ
テ
、
花
絲

ハ
輸
精
管

、
絲

頭

ハ
精
嚢
ナ
リ
。

コ
ノ
粉

造
化
自

然
ノ
良
能

二
因
テ
風

二
従
テ
飛
散

シ

雌
蘂

二
入

ル
。
是
蓋

シ
花

ノ
快
美

ノ
時
ト
ス
。
雌
蘂

ノ
柱

頭

ハ
即

チ

陰
処

ニ
シ
テ
是

ヲ
受

ケ
花
柱

二
伝

フ
。
花
柱

ハ
膣

ナ
リ
。
花
柱

ヨ
リ

実
礎

二
輸

ス
。
実
礎

ハ
卵
巣

ト
シ
子
宮

ト
ス
。
此
内

二
於

テ
種
子

ヲ

孕
育

セ
シ
ム
。

ソ
ノ
生

々
蕃
息

ノ
理
殆

ン
ド
動
物
ト
異

ナ
ル

コ
ト

ナ

洲
。

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

ま
た
、
『泰

西
本
草
名
疏
』
付
録

の
吉
雄
尚
貞

の
跋

に
、

如

二
西
洋
本
草
之
学

一
則
其
源
出

レ
自

二
窮
理
之

一
科

一
、
以
為
二
凡

植

物

一
皆
有

二
牡
牝

一
相
感
、
以
生

々
与
二
動

物

一
無

レ
異
。
因
レ
縷

分

レ
櫛

比

二
其

品
類

一
、
有

レ
綱
有

レ
目
、
條
理

不
レ
紊
、
猶
三
人
之

氏
姓
有

二
統
系
支
別

一
。
其
説
明
審
精
詳
、
比
二
同
日
之
論

一
也
。

と
あ
り
、
さ
ら

に
ま
た
巻
下

の
水
谷
曲豆
文

の
跋
に

余

因
二
載
堯

一
得
レ
窺

二
西
学

一
。
聞

二
其
花

蘂
分

レ
雌
-
雄
之

説

一
、

心
酔
敵
慕
者
久
矣
。

と
あ

る
。
さ
ら

に
飯
沼

慾
斎

の

『草
木

図
説
』
前
篇

の
引

(嘉

永

五
年

一〇。
臼
)
に
、

泰
西
ノ
、
植
学

ヲ
講
ズ

ル

モ
亦

、
久

シ
。
三
百
前

二
已

二
図
説

ノ
証

ズ

可
キ
者
有

リ
。
爾
後

、
百
家

、
蔚
然

ト
シ
テ
、
品
種

、
日

二
新

タ

ニ
、
討
論

、
月

二
精

シ
。
輓
近

二
至

リ
、
草
木

二
雌
雄
両
蕊

ノ
交
感

シ
、
生
生
無
窮

ナ
ル
ノ
理
有

ル
ヲ
発
明

シ
テ
、
衆
議
大
イ

ニ
定

マ
ル
。

と
あ

る
。
本
草
学
あ

る
い
は
植
物
学

に
は
縁
遠

い
人

の
著

に
も
、
例
え
ば

川
本

幸
民

の

『気
海
観

瀾
広
義
』

(嘉
永

四
年

H
O。
望

刊
。
原
漢
文
、

『日

本
古
典
科
学
全
書
』

の
書
き
下
し
文

に
よ
る
)

に
、

○
花

に
雌
雄
を
具
す
る
者
あ
り
、
常
花

の
ご
と
し
。
又

一
株
に
雌
雄

花
を

具
す
る
者
あ
り
、
瓜

類

の
如
し
。
又

一
株

は
唯
雌
花
を

開
き
、

六
九



日
本
に
お
け
る
稙
物
観
の
変
革

一
株
は
独
り
雄
花
を
開
く
者
あ
り
、
大
麻

の
如
し
。
○
花
柱
を
囲
み

て
雄
蕋
あ

る
者
は
、
常

に
多
く
見

る
所

の
花
な
り
、
雄
蕋
は
細
く
し

て
絲

の
如
く
、
上
端

に
球
あ
り

て
粉
を
戴
く
。
故

に
粉
蕋

の
名
あ
り
。

此
粉
、
花
柱
上

に
落

つ
れ
ば
、
其
陰

こ
れ
を
受
け

て
胎
孕
す
。

一
花

中

に
雄
蕋
雌
蕋
あ

る
者
は
、
雄
蕋
屈

し
て
雌
蕋

に
接
し
、
粉
精
を
伝

ふ
る
こ
と

、
此

の
如

し
。

こ
れ
に
反
し
て
雌
花
雄
花
、

二
枝
若
く
は

二
株

に
分
か
れ
着
く
者

は
、
風
若

く
は
蜂
蝶

、
粉
を
振

ひ
て
、

こ
れ

を

雌
花

に
伝

ふ
。
雌
雄
交
合
す

る
に
非
ざ

れ
ば

、
実
を
結
ば
ざ

る
こ

と
、
猶
人
畜

の
男

女
牝
牡

に
於

け

る
が
ご
と

し
。
「
リ

ン
ナ

ウ
ス
」

氏
、
此
蕋
数
に
因
り
て
植

物

の
綱
を
立

つ
る
こ
と
は
諸

本
草
書

に
詳

な
る
。

と
あ
り
、
帆
足
萬
里

『窮
理
通
』

(安
政
三
年

一
八
五
六
刊
)

の

「
自
序
」

に
も

(原
漢
文
、

『日
本
科
学
古
典
全
書
』

の
書
き
下
し
文
に
よ
る
)
、

蓋
し
西
人

の
学
、
累
を
積
み

て
、
日

に
就
り
、
月
に
将
み
、
明
季
以

コ

。ッ
ペ
ル

ケ
プ

レ
ル

ホ

イ

ヘ

ン

ス

来
、
可
辟
児

の
天
を
論
じ
、
缺
夫
列
児

の
星
を
比
し
、
波
意
玄
斯

の

下
降
を
算

し
、
奈
端

の
牽
引
を
徴
す

る
、
花
蘂
雌
雄

の
辨
、
気
水
分

析

の
方
、
其

の
器
械

に
在

る
や
、
顕
微

の
鏡
、
排
気

の
鐘
、
層
累
生

焔

の
柱
、
升
降
候
気

の
管
、
其

の
学

に
便

て
智
を
益
す

る
も

の
亦
東

方

の
能
く

及
ぶ
所

に
非
ざ

る
な
り
。

七
〇

と
あ

る
。
萬

里
に
と

っ
て
は
、

リ

ン
ネ

に
よ
る

「花

蘂
雌
雄

の
辨
」
は
、

コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
の
地
動
説
、
ケ
プ
ラ
ー

の
惑

星
運
動

の
法
則
、
ホ
イ

ヘ
ン

ス
の
光

の
波
動
説
、

ニ
ュ
ー
ト

ン
の
万
有
引
力

の
発
見
、
ラ
ボ

ア
ジ

ェ
の

気
水
分
析

(合
成
物

の
発
見
)
な
ど

の
発
見
や
顕
微
鏡
、
層
累
生
焔

の
柱

(
?
)
、
升
降
候
気

の
管

(寒
暖
計
)
な
ど

の
器
械
と
同
じ
く
、
新
奇

で
驚

く

べ
き

こ
と

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

『植

学
啓
原
』
は
、
我
が

国
最

初

の
植
物
学

の
教
科
書
と

さ
れ

て
い
る

が
、
そ
こ
に
用

い
ら
れ
て

い
る
術
語

が
日
本
近
代
植
物
学

に
果
た

し
た
役

割

に

つ
い
て
は
、
既
に
注
目
さ

れ
て
お
り
、
改
め

て
言
う

ま
で
も
な

い
。

矢
部

一
郎

「宇

田
川
榕
菴

の
植

学
啓
原

(
1
)
」

(
『蘭
学
資
料

研
究
会

研

究
報
告
』
第
二
四
二
号
、

一
九
七

一
.

一
)
に
、

本
書

(
『植
学
啓

原
』

引
用
者
注
)
を
作

る
た

め
に
、
榕
菴
は
多

く

の
訳
語
を
作

っ
て
い
る
が
、
現
在
使
用
し

て
い
る
も

の
も
少
な
く
な

い
。
化
学

の
基
礎
概
念

の
訳
語
や
物
質
命
名
法

の
骨
格
は
名
物
考

の

中

で
ほ
ぼ
形
づ
く
ら
れ
た
も

の
と
見
な
さ
れ

て
い
る
が
、
生
物
学
用

語

の
場
合
、

一
部
が

『菩
多
尼
訶
経
』

で
作
ら
れ
た
他
は
大
部
分
本

書

に
於

い
て
作
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
雄
蕋

・
雌
蕋

・
花
絲

・
花



柱

・
柱
頭
な
ど

の
様

に
伊
藤
圭
介
が
泰
西
本
草
名
疏

で
作

っ
た
言
葉

も
あ
り
、
榕
菴
独
自

に
よ
る
言
葉
が
ど
れ

で
あ

る
か

に
つ
い
て
は
泰

西
本
草
名
疏

・
厚
生
新
編

・
植
物
語
彙

・
リ

ン
ド

レ
イ
漢
訳
植
物
学

(
1
8

5
8
)
な
ど
と
小
野
職
愨
訳
植
学
浅
解

(
1
8

7
5
)
・
植
学

訳
筌

(1
8

7
4
)
な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
少
な
く

と
も
植
学

・
細
胞

・
葫

・
葺

・
菱

・
蓁

・
萸

・
茸

・
葯

・
中
筋

・
肋

状
筋

・
卵
巣

・
部

・
鬚
蕋

・
心

蕋
な
ど
は
榕
菴

の
作

っ
た
用
語
で
あ

り
、
中
に
は
現
在
も

使
用
さ
れ
て

い
る
も

の
が
あ
る
。

と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う

な
課
題
も
あ

る
が
、
現
在

で
は
そ
う

し
た
研
究
も

ず

い
ぶ
ん
進

ん

で
い
る
よ
う

で
、
朱
京
偉
著

「
『植

学
啓
原
』
と

『植
物

学
』

の
語
彙
」

(「
明
海

日
本
語
」
第

三
号

一
九
九

七
,
三

『近
代

日
中

新

語

の
創
出
と
交
流

-

人
文
科
学
と
自
然

科
学

の
専
門
語
を
中
心

に

ー

』
白
帝
社
刊

二
〇
〇
三
.

一
〇
所
収
)

が
あ
り
、
沈
国
威
著

『植
学

啓

原
と
植

物

学

の
語

彙

-

近
代

日
中

植
物

学
用

語

の
形

成
と

交
流

ー

』
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊

21
、

二
O
O
三
.
三
)
も
、

リ

ン

ド

レ

イ

S

謡
ミ

ト
ミ
ミ
塁

嵩
Φ
㊤
山
○。
O
㎝
)

の

、、臼
Φ日
Φ
畧
ω

o
h

じu
o
$
尾

..
の
漢
訳

『植
物
学
』
と

の
詳
細
な
比
較
が
な
さ
れ

て
い
る
。
た

だ
、
本
稿

の
立
場
か
ら
は
榕
菴

の
植
物
観
が
そ

の
術
語

に
ど

の
よ
う

に
反

映
し

て
い
る
か
を
考
え

て
み
た

い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
既

に
こ
う
し
た
観
点

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

か
ら

の
指
摘
も
杉
本

つ
と
む
氏
に
よ

っ
て
な
さ
れ

て
い
る
。
杉
本
氏
は
卵

巣

.
官
能

・
雄
蕊

・
雌
蘂

な
ど

の
語
を
挙
げ

て

「榕

庵
は
動
物

(
人
間
)

を
基
本
に
し

て
、
植
物

の
働
き
を
考
え

て
い
る
」

(「
日
本
科

学
史

上

の
明

星
、
宇
田
川
榕

庵
」

『植
物
と
文

化
』
第

十
号

一
九
七

四
.

一
)
と
言

わ

れ
て

い
る
が
、
血
球

・
血
脈

・
心
臓

・
気
管

・
気
胞

・
肺
管

・
殖

器

・
解

剖

・
栄
養

・
神
経

・
肋
状
筋

・
縦

隔
膜

・
腺
な

ど
の
医
学
用

語
を
も
転

用

し

て
い
る
こ
と
も

注
目
さ
れ

る
と
こ

ろ
で
あ

る
。
さ
ら
に

『植
学
啓
原
』

の
巻
之

三
は
植
物
生
化
学
と

い

っ
た
内
容

で
あ
り
、

そ
こ
で
は
性
能

・
性

質

・
成

分

・
乾
留

・
元
素

・
金
属

・
流

体

・
凝
体

・
(無
)
機

性
体

・
曹

達

・
酸
化

・
窒
素

・
炭
素

・
水
素

・
酸
素
と

い

っ
た
化
学
用
語
が
使
わ
れ

て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
語
を
総
合
し

て
榕
菴

の
植
物
観
を
考
え

て
み
る
こ

と
も
意
味

の
あ

る
こ
と

で
あ

ろ
う
。

《
注

》

(1
)

『植
学
啓
原
』
は
学

問
論
と
方
法
論

の
概
論

(巻

一
前
半
)
、
植
物

の
形

態
や
生
理

に

つ
い
て
の
説
明

(巻

一
後

半
と
巻

二
)
、
植
物
化
学

的
説

明

(巻
三
)
お
よ
び

「植
学
啓
原
図
」
の
計
四
巻
か
ら
な
る
。

(2
)
本
文
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
古

典
籍

デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
る
。

(3
)
大
賀

一
郎

「
我
が
国
に
於
け
る
最
初

の
植
物
学
書

な
る
宇

田
川
榕
菴
著

七

一



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

七

二

「菩
多

尼
訶
経
」

に
就

て
」

(『植

物
及
動
物
』
第

4
巻
第

6
号

、
養

賢

堂
蘊
剛
一
九
一二
亠ハ
)

(
4
)
同
右

(5
)
例
え
ば
次

の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
。

○
牧
野
富
太
郎

「泰
西

ノ
植
物
学

ヲ
始

メ
テ
極
東
ノ
我
ガ
日
本

二
入
レ

シ

『菩
多
尼
訶
経
』
」
(
『植
物

研
究
雑
誌
』
第

二
巻
第

五
号
所
載

一

九

二

こ

今
之

ヲ
特

二
経
文
体

二
作
リ

シ
コ
ト
蓋

シ
其

「ボ
タ

ニ
カ
」

ノ
語

ノ

何
ト

ナ
ク
仏
語

メ
キ
居

ル
ヨ
リ
思

ヒ
附
イ

タ
デ
ア
ラ
ウ
ト
思

ハ
ル

・

ニ
モ
セ
ヨ
兎

モ
角

モ
読
経
式

ノ
文
体
ト
作

シ
日
夕
之

ヲ

一
般

ノ
国
人

二
諷

誦
セ
シ
メ
ン
ト
セ
シ
其

用
意

ハ
甚
ダ
珍
妙

デ
頗

ル
奇
想

ヲ
弄

シ

タ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
謂

ハ
ネ

バ
ナ
ラ
ナ
イ

O

吉
川
芳
秋

『日
本

科
学

の
先
学

宇

田
川
榕
菴
』

(C
A
趣
味
社

一

九

三
二
)

そ

の
経
文
と
な
し
た
る
は

一
面
幕
府

の
忌
諱
を
避
け

ん
と
す

る

一
手

段
た
る
如
く
考
う

る
を
得

れ
ど
も
、
そ
は
寧

ろ
ボ
タ

ニ
カ
の
語
の
何

と
な
く
仏
語
に
類
す
る
よ
り
思
考
し
た
る
も

の
に
し
て
、
そ
の
読
経

式

の
文
体
と
な
し
、
日
夕

一
般
国
人
に
風
誦
せ
し
め
、
以
て
こ
れ
が

宣
伝
に
資
せ
ん
と
せ
し
そ

の
用
意
は
、
実
に
奇
想
を
弄
し
た
る
も

の

な
り
と

い
う

べ
し
。
況
や
斯
学

の
我
が
邦
に
在
る
は
、
実
に
こ
れ
が

先
駆
を
な
せ
し
も

の
た
る
に
於

い
て
を
や
。

O

『江
戸
時
代

の
科

学
』

(博
文
館
刊

一
九
三
四
)

文
は
如
是
我
聞

に
始
ま

り
経
文

に
擬

し
、
日
夕
是
を
世

人
に
諷
誦

せ

し
め
ん
と
し
た
。
其

用
意
頗
る
珍
妙

で
科
学
書

と
し
て
比
類

が
な

い
。

想
ふ
に
榕
庵
深
く
泰

西
科
学
に
精

通
し
、
諸

々
の
科

学
は
先
づ
庶
物

の
本
源
を
究
む
る
に
非
れ
ば
之
を
人
生
々
活

に
応
用
す
る
も
徹
底

せ

ず
と

の
考
よ
り
、
西
洋

の
純
正
科
学

の
紹
介

を
志
し
た
が
、
最
初

か

ら
そ

の
深
遠
な
学
理
を
唱

へ
て
も
世
人

の
理
解
を
得
る
は
容
易
で
な

い
。
先
づ
平
易
、
簡
略
な
文
章
を
以

て
其
大
意
を
示
し
、
然
る
後
そ

の
全
容
を
説
か
ん
と
す
る
計
画

の
下
に
作
ら
れ
た

の
が
こ

の

一
文
で

あ
ら
う
か
。

○

『日
本

科
学
古
典
全
書
』

(三
枝
博
音
氏

「解
説
」

一
九
四
八
)

題

目

の

「
菩
多
尼

訶
」
は
植
物
学

ゆ
o
β
巳
。
9。
で
あ

る
が
、

そ

の
発

音

の
上
か
ら
も
文
字

の
上
か
ら
も
、
仏
典
近
似
し

て
ゐ
る
と

こ
ろ
に

著
者
榕
庵

の
ね
ら

い
か
あ

つ
た
と
思
は
れ

る
。

O
井
上
患

『日
本
科
学
史
夜
話
』

(大
八
洲
出
版

一
九
四
八
)

幕
府

の
洋
学

に
対
す

る
忌
憚
を
避
け

る
た

め
だ

ろ
う
と
解
す

る
人
が

あ

れ
ば
、

そ
れ
は
考
え
過
ぎ
と

い
う
も

の
だ
。
徳
川
時
代

に
仏
教
は

堕
落

し
、
経

の
よ
う

な
も

の
も

で
き

る
し
、

そ
こ
で
若
か
り

し
彼

は
、

茶

目
気
と
風

流
気
を
出

し
て
、
泰
西
植
物
学

の
紹
介

に
も
役
立

つ
な

ら
ば
と

一
石
二
鳥

を
試

み
た
の
だ

ろ
う

。

○
木
村
陽
二
郎

『宇
田
川
榕
菴

・
植
学

啓
原
』
解
説

、
講
談
社

一
九

八

〇
)

経
と
名
づ
け
た

の
は
、
豊
富
な
た

い
せ

つ
な
内

容
を
詰
め
て
記
し
た



か
ら

で
あ

ろ
う
。
あ
ま
り
短
く

て
、

一
般
人

に
す
ぐ

に
は
わ
か
ら
な

い
と

こ
ろ
も
経
ら
し

い
。
彼
が
植
物
学

の
話
し
を
す

る
、

つ
ま
り
説

教
す

る
の
に
よ
り
ど
こ

ろ
と
し

て
は
便
利
だ

っ
た
ろ
う
。

な
お

『菩
多

尼
訶
経
』

に

「宇

田
川
榕
菴
訳
、
」
と
あ
る

こ
と

に

つ

い
て
も
議
論

の
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
れ
も

『阿
弥
陀
経
』
が

「鳩
摩

羅
什
奉
詔
訳
」

で
あ

る
の
に
倣

っ
た
も

の
と

思
わ

れ
る
。

(
6
)
大
賀

一
郎

「
復
刻

『
『菩
多

尼
訶
経
』
解

説
」

(『医
事
公
論
』

=

=

八
号

一
九
三
五
.

一
一
)
Q

(
7
)

『菩
多

尼
訶
経
』

の
刊
行
半
年

後
に
吉
雄
俊
蔵

が
全
く
同
じ
く
経

文
体

の
折
本
形
式

で

『西
説
観
象
経
』
を
刊
行
し

て
い
る
。
吉
雄
に
と

っ
て

も
西
洋
天
文
学
は
真
実
を
伝
え
る
最
勝
真
理
で
あ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
な
お

『西
説
観

象
経
』
は

「述
」
と
な

っ
て
い
る
に
対
し
、

『菩

多
尼
訶

経
』

は

「
訳
」
と

な

っ
て

い
る
。
「述
」

の
語

が
実
態

に
合

う

が
、

『阿
弥
陀
経
』
が

「鳩
摩
羅
什
奉

詔
訳
」

で
あ

る

の
に
倣

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

(8
)
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

の
伊
藤
文
庫
本
を
用

い
た
が
、
誤
字
と

思
わ
れ
る
も

の
を
訂
し
た
。

(9
)
天
保
六
年

一
八
三
五
刊
。
「賀

寿
麻
呂
大

人
著
」
と
あ
る
。
榕
は

一
名

菩
薩
樹

(
『自

叙
年
譜
』
)、
ま
た

一
名

を
ガ
ジ

ュ
マ
ル

(固
o
器

お
9
ω

じ
)
と

い
う

(『植

学

啓

原
』
巻

一

「二

十

四
綱
」

の
第

二
十

三

綱

「榕
樹
」
)。
高
橋
輝
和
著

『
シ
ー
ボ

ル
ト
と
宇
田
川
榕
菴
』'
(平
凡
社
新

書
)
に
よ
る
と
、
奥

村
喜

三
郎

の

『経
緯

儀
法
図
説
』

(
一
八
三
八
年
)

に
寄
せ
た
序
に

「宇
田
川
榕
」
と
あ
り
、
そ

の
下
に

「
賀
寿
麻
呂
」

の

印
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
と

い
う
。

(10
)
本
文
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
る
。

(H
)
シ

ョ
メ
ー

ル
の
事

典

の

勹
い
諺
乞
6
国
乞
-囚
α
乞
∪
国

(植

物
学
)

の
項

目

は
、
リ

ン
ネ

の

『植
物
哲
学
』

、剛
匡

oω09

貯

切
o
$
巳
o
卑
、、
ミ
α
一
お
よ

び

『植
物

の
属
』

、.Ω
Φ⇒
Φ
鐔

コ
畧

輿
二
言
、.
H蕊
心
を
底
本

と
し
、
S
蛍

§

o
愚

と

い
う

人
物
が

そ
の
概
要
を

オ

ラ
ン
ダ
語
訳
し

た
も

の
と

さ

れ
る

(遠
藤
正
治

「
『草
木
図
説
』
の
構
造

-

植
物
用
語
の
性
格

(下
)
」
〔
『慾
斎
研
究

会
だ
よ
り
』

二
〇
〇
八
年

恥
囎
〕、
同
氏

「小

野

蘭

山
学
統
の
本
草
学

と
洋

学
」
〔
『小
野
蘭

山
』
所
載

〕
な
ど
)。
ま
た
、

『菩

多

尼

訶

経
』

は

リ

ン

ネ

の

弟

子

ホ

ッ

タ

イ

ン

(§

＼§

き

ミ

§

斧

一
謁
O
亠
ミ
。゚
)

の
著
を
参

考

に
書

か
れ

た
よ
う

で
あ
る

が

(飯
沼

慾
齋

『草
木

図
説
』
引
)
、
松
田
清

氏

は
榕
菴

旧
蔵
本

に
そ

の

国
8
8

の

『律
鐸
微

漢
度

布
蘭

天
』

が
あ
り

、
こ
れ
を

『菩
多

尼
訶

経
』

の
主
要

な
典
拠

の

一
つ
と
考
え

ら
れ
て

い
る
よ
う

で
あ

る

(実
学

資

料
研
究
会
例
会

〔於
京

都
大
学
人
間

・
環
境

学
研
究
科

二
〇
〇
八
.

九

.
七
)
に
お
け

る
口
頭
発
表

「宇
田
川
榕

菴
旧
蔵

旨
霑

囚
8

8

訳

蘭

文
写
本

『律
鐸
微
漢

度
布
蘭
天
』

に

つ
い
て
」、
ま
た

日
本
医
史
学

会

関
西
支
部
学
術
集
会

〔於
京
大
会
館

二
〇
〇
九

.

一
一
.

八
〕

に
お

け

る
講
演

「菩
多
尼
訶
経

の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
典
か

ら
み
た
近
代
植
物
学

の
歴
史
」
。

(12
)
引

用
は

『静
岡

県
立
中

央
図
書

館
所
蔵

厚
生
新

編
』

(恒

和
出
版

刊
)

日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

七
三



日
本
に
お
け
る
植
物
観
の
変
革

七
四

の
影
印

本
に
よ
る
。

(13
)
大
槻
玄

沢
は
シ

ョ
メ
ー
ル
の
翻

訳
を
主
と

し
て
自
宅

で
行

っ
て
い
た

よ

う

で
あ

り

〔佐
藤
昌
介

「大
槻
玄

沢
小
伝
」
洋
学
史
研
究
会
編

『大
槻

玄

沢

の
研
究
』
所
載
〕
、
宇
田
川
玄
真
も

同
様

で
あ

っ
た
も

の
と
推
測

さ
れ
る
。

(14
)
菅

野
陽

「司

馬
江

漢
著

『天
地

理
譚
』
」
(
『日
本
洋

学
史

の
研
究

W
』

所
載

)
に
翻
刻
さ
れ
て

い
る
天
理
図
書
館
本

に
よ
る

(15
)
遠

藤

正
治

「宇

田

川
榛
斎

訳

述

・
同
榕

菴
補

『遠

西

医
方

名
物

考
』

ー

宇
田
川
家
の
本
草
学
と
洋
学

i

」
『近
世
歴
史
資
料
集
成
第
W

期

第
狙
巻
日
本
科
学
技
術
古
典
籍
資
料

薬
物
学
篇

【2
】
遠
西
医

方
名
物
考
原
文
篇

(2
)
解
説
。

(16
)
幸

田
正
孝

「本
草

か
ら

植
学

へ

(二
)
i

宇

田
川
榕
菴

『植

学
啓

原
』

の
成

立
」

(『実
学
史
研

究
H
)
。
ま

た
、
牧

野
富
太
郎

「植

物
学

二
関

ス
ル
訳
語

ノ
変
遷

二
就
キ

テ
」

(『理
学
界
』
第
四
巻
第

一
号
、
明

治

三
十
九
年
七
月
発

行
)
に
も
、

『泰

西
本
草
名
疏
』
付
録

の
リ

ン
ネ

の
分
類
法

ノ
説
明

に
つ
い
て

「然

ル

ニ
此
部

ハ
モ
ト
榕
菴
先
生

ノ
原
稿

デ
ア
ツ
タ
ト
誰

カ

ニ
聞
イ

タ
事
ガ

ア
ツ
タ
様
ダ
ガ
果

シ
テ
ソ
レ
ガ
事
実

カ
ド
ウ
カ

マ
サ

カ
ソ
ン
ナ
事

ハ
ナ
カ

ラ
ウ
ト
思

フ
。
然

シ
圭
介
先
生

ノ

此
時
分

ノ
蘭
学

ノ
カ

バ
此
分
類
法

ヲ
表

ハ
ス
程
充
分

デ
ア
ツ
タ

カ
、
私

ハ
同
先
生

ノ
其
後

ノ
著
書

二
就

テ
其
力

ヲ
忖
度

シ
テ
聊

力
疑

ハ
ナ
イ

デ

モ
ナ
イ
」
と
あ

る
。

(二
〇

一
一
.
五
.
二
三
)


